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第 12 回 倫理委員会 議事要旨（Web 用） 

 

日時：2010 年 6 月 16 日（水）14:00-17:00 

場所：自動車会館 1階会議室 

出席者：15 名 

 

議事要旨 

1.H22 年全国大会シンポジウムの実施報告 

 シンポジウムでは活発な意見交換が行われた。参加者が60名以下で少ないのは残念である。 

 

2.技術者倫理事例集出版について 

昨年の倫理研修会でのβ3.0 版への指摘を反映した 2010 年出版版を倫理委員会と委員長名

にて出版する。8/24 開催の技術者倫理研修会に間にあうように出版する。 

4 月の新学期に出版が間に合わなかったので、β3.0 版を 500 部増刷して対応した。 

 

3.会員の不正行為の調査・審理に関する手続きと倫理問題発生時の声明発表ルール 

 編修会議からの意見を反映した「会員の不正行為の調査・審理に関する規程(案)」と、規程

(案)の第 27 条に関わる声明発表の手続きについての「電気学会倫理問題発生時の声明発表に

関する手続き（案）」、「会員の不正行為の調査・審理に関する処理フロー」とを併せて 6/10 の

総務会議にて承認。今後、7月の理事会で承認され、正式規程として制定される。 

  

4.教育 WG 報告 

倫理委員会と教育フロンティア研究会との協調について、以下のように決定した。 

・ 「技術者倫理」をテーマとする教育フロンティア研究会に共催を申し入れる。その際、研

究会資料は必要部数を購入し、関係者に配布する（倫理委員会にて予算化）。 

・ 担当委員は松木委員にお願いする。 

・ 教育フロンティア研究会にあわせて倫理委員会主催で特別講演などを開催する。それは倫

理委員会にて予算化する。松木委員が予算案を作成し、幹事団（会計担当幹事）で検討す

る。倫理委員会に間に合わない場合は、ML ベースで議論する。 

 8/24 開催の「第 3回技術者倫理研修会」の開催案内を電気学会誌 8月号に掲載する。あわせ

て事例集出版の広告掲載も出版課に打診する。予算書を作成する（支出：講師謝礼と事例集代、

収入：参加費）。 

 複数大学が共同で教育効果を評価する教育評価 SWG の設置について承認した。 

 

5.技術倫理協議会報告 

 研究者に関する不祥事の多数発生、多くの学会での倫理綱領の改定が行われていることなど

第 30 回技術倫理協議会の報告があった。 

  

6.進捗確認 

事例集出版と会員の不正行為に関する調査・審理が進展した。 

 

7.その他 

 川畑幹事と山本幹事退任の申し出を承認した。喜古氏（日立）が川畑幹事の後任となる。 

 

8.次回 

9 月 24 日(金）14-17 


